
第１学年　数学科　学習指導案

三原市立第一中学校　　永田　和也
福山市立鷹取中学校　　谷本　充優
福山市立中央中学校　　渡部　純暉
東広島市立松賀中学校　今井　佑香
海田町立海田中学校　　河野　圭佑
１　日時・場所		令和７年11月５日(水)３時間目 １－Ａ教室

２　学年・学級		１年Ａ組19名

３　単　元　名		「比例と反比例」

４　単元について

単 元 観

　本単元は、中学校学習指導要領数学第1学年C(1)比例、反比例「ア(ア)関数関係の意味を理解すること」、「ア(イ)比例、反比例について理解すること」、「ア(ウ)座標の意味を理解すること」、「ア(エ)比例、反比例を表、式、グラフなどに表すこと」、「イ(ア)比例、反比例として捉えられる二つの数量について、表、式、グラフ などを用いて調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすこと」、「イ(イ)比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること」を基に設定されている。
　本単元では、具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることで関数関係を見いだし考察し表現するとともに、事象の中に潜む関係や法則を数理的に捉え、数学的に考察し表現する力を養うことをねらいとしている。二つの数量の変化や対応の特徴を表、式、グラフによって適切に表現するとともに、相互に関連付けて関数の特徴を考察する力を養うことが重要であり、小学校算数科で学習した比例、反比例を関数として捉え直す機会ともなる。
　また、数学の世界だけでなく、現実の世界の事象においても、伴って変わる二つの数量の関係を捉えることで、変化や対応の様子を把握したり、その後の変化の様子を予測したりすることができるなど、数学のよさや有用性を実感することができる単元である。

資質・能力観

(重点)協働する力
　二つの数量が関数関係にあることを、表、式、グラフのそれぞれを用いて説明する活動を通して、関数における基礎・基本の定着を図るとともに、意見を交流させながら課題解決を図ることで協働する力を育てる。

生 徒 観

事前に行った調査問題の結果が、以下の〈表１〉である。比例、反比例のどちらにおいても、対応する値を求める問題よりも、式に表す問題のほうが正答率が低くなった。また、比例よりも反比例のほうが正答率が低くなっている。比例に比べて反比例のほうが値の変化の様子を捉えることが難しいと感じる生徒が多く、反比例の関係にある具体的な事象を身近に感じづらいことも、正答率の低さにつながっていると考えられる。また、比例、反比例の関係にないことを説明する問題では、判断はできても、根拠を明確に記述できている生徒は少ない。一方の値が増えたとき、他方が増えていれば比例、他方が減っていれば反比例といった認識を持っている生徒もいる。比例、反比例の関係の理解が十分とはいえない。小学校算数科で学習している目的に応じて表や式、グラフを用いて変化や対応の特徴を考察し、問題を解決していく処理のよさを感じていない生徒も多くいると考えられる。

〈 表１　事前調査の問題と正答率 〉
	①
	比例の性質を基に、対応する値を求める。
	85.3 %

	②
	表を基に、比例の関係を式に表す。
	64.7 %

	③
	反比例の性質を基に、対応する値を求める。
	70.6%

	④
	表を基に、反比例の関係を式に表す。
	35.3%

	⑤
	二つの数量の変化を基に、比例の関係にないことを判断し、説明する。
	64.7% (52.9%)

	⑥
	二つの数量の変化を基に、反比例の関係にないことを判断し、説明する。
	58.8% (29.4%)


※⑤、⑥の(  )は、根拠まで明確に記述できている割合

指 導 観

本単元の学習を進めるにあたり、「一方の値の変化が他方の値の変化に影響を与えそうな二つの数量には、どのようなものがあるか。」を導入時に考えさせ、生徒から出た考えの一部を基に各時間の課題を設定することで、生徒が興味をもてるように工夫する。また、単元構想図を用いて、各時間に獲得すべき知識や技能を生徒と共有し、前時までの学習内容と本時での学習をつなげながら展開していく。特に、表、式、グラフを用いた表し方については、個々の表し方における理解の定着を十分に図るとともに、前時までの学習とのつながりを意識させることで相互を関連付けて理解を深めることができるようにする。対応する値の変化の様子だけでなく、式やグラフを用いて二つの数量関係を捉えることを通して、多角的に考察する力の育成を図るとともに、それぞれの表し方のよさの実感につなげることを目指す。さらに、ICTを用いた視覚支援を行うことで、値の変化の様子などのイメージをもてるように工夫する。振り返りでは、生徒の知識理解や思考のまとまりを見取り、理解が不十分な部分を把握することで、指導の改善を図るとともに、理解の定着を図る。

５　単元の目標
・関数関係の意味や比例、反比例について理解するとともに、表、式、グラフに表した　　　り、それらを読み取ったりするなど、比例、反比例における基礎的な知識、技能を身に　　付ける。
・具体的な場面において、事象を数学化して考察し、表現する力を身に付ける。
・比例・反比例について、数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度を身に付ける。





６　単元の評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	①関数関係の意味を理解している。
②比例、反比例の関係や特徴について理解している。
③座標の意味を理解し、座標平面上に点を表すことができる。
④比例、反比例を表、式、グラフなどに表し、読み取ることができる。
	①比例、反比例として捉えられる二つの数量について、表、式、グラフなどを用いて調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。
②比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。
	①身の回りにある事象に関心をもち、比例、反比例を生活や学習に生かそうとしている。
②比例、反比例を用いた問題解決の過程を振り返り、評価・改善しようとしている。



７　指導と評価の計画(全16時間・本時は12/16)

	本質的な問い
	事象を関数として捉えることで、どのようなことが分かるのか。



単元を貫く問い
	比例や反比例の関係として捉えることのよさは何か。



個別の問い
	・伴って変わる数量の関係には、どのようなものがあるか。
・どのようなことが分かれば、比例の関係にあるといえるか。
・ｘの値の範囲を負の数まで広げたとき、比例の関係はどのようになるか。
・比例の関係を式に表すためには、どのようなことが分かればよいか。
・値の組を視覚的に表すためには、どのようにすればよいか。
・比例の関係は、どのようなグラフで表されるだろうか。
・比例の式とグラフの関係は、どのようになっているか。
・どのようなことが分かれば、反比例の関係にあるといえるか。
・反比例の関係を式に表すためには、どのようなことが分かればよいか。
・反比例の関係は、どのようなグラフで表されるだろうか。
・反比例の式とグラフの関係は、どのようになっているか。
・関数関係にあることを、表、式、グラフを用いて、どのように判断すればよいか。
・ランドルト環の中には、どのような数量があり、それぞれどのような関係にあるか。
・身近にある数量関係には、どのようなものがあるか。
・課題を解決するために、比例や反比例をどのように用いるとよいか。




	次
	学習内容(時数)
◯ポイントになる生徒の思考
	知技
	思判表
	主
	評価規準
	評価方法
	資質能力の位置付け

	１
	・関数関係の意味を理解できるようにする。
◯一方の値の変化に伴って、他方の値が決まるものとそうでないものがある。
	〇
	
	
	知①
関数関係の意味を理解している。
	行動観察
振り返り
	・協働する力

	２
	・数量の関係を式に表し、比例の関係を読み取ることができるようにする。
〇比例の関係にある二つの数量は y=ax という式になる。
	〇
	
	
	知②
比例、反比例の関係や特徴について理解している。
	行動観察
振り返り
	

	３
	・値の範囲を負の数まで拡張し、比例の関係を捉えることができるようにする。
〇負の数の範囲においても、比例における値の変化の様子は正の数の場合と同じ。
	〇
	○
	
	知②
比例、反比例の関係や特徴について理解している。
思①
比例、反比例として捉えられる二つの数量について、表、式、グラフなどを用いて調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。
	行動観察
振り返り
	

	４
	・比例を表す式を求めるための条件を理解できるようにする。
〇対応する値の組が1つ分かれば、式に表せる。
	〇
	
	
	知②
比例、反比例の関係や特徴について理解している。
	ワークシート
振り返り
	

	５
	・対応する値の組を点として、座標平面上に表す方法を理解できるようにする。
〇ｘ座標とｙ座標を用いれば、値の組を点として表現できる。
	〇
	
	
	知③
座標の意味を理解し、座標平面上に点を表すことができる。
	ワークシート
振り返り
	

	６
	・比例の関係を表すグラフについて理解できるようにする。
〇比例のグラフは原点を通る直線になっている。
	〇
	
	
	知②
比例、反比例の関係や特徴について理解している。
	行動観察
振り返り
	

	７
	・比例定数を基に、比例のグラフをかくことができるようにする。
〇グラフの向きは、比例定数の値によって決まっている。
	〇
	○
	
	知④
比例、反比例を表、式、グラフなどに表し、読み取ることができる。
思①
比例、反比例として捉えられる二つの数量について、表、式、グラフなどを用いて調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。
	ワークシート
振り返り
	

	８
	・数量の関係を式に表し、反比例の関係を読み取ることができるようにする。
〇反比例の関係にある二つ数量は、y=a/x という式になる。
	〇
	
	
	知②
比例、反比例の関係や特徴について理解している。
	行動観察
振り返り
	

	９
	・反比例を表す式を求めるための条件を理解できるようにする。
〇比例と同様、対応する値の組が1つ分かれば、式に表せる。
	〇
	
	
	知②
比例、反比例の関係や特徴について理解している。
	振り返り
【知①～④：小テスト】
※第８時までの理解が不十分な場合、第11時までの内容と関連付けて補足を行う。
	

	10
	・反比例の関係を表すグラフについて理解できるようにする。
〇反比例のグラフは原点に関して点対称な双曲線になっている。
	〇
	
	
	知②
比例、反比例の関係や特徴について理解している。
	行動観察
振り返り
	

	11
	・比例定数を基に、反比例のグラフをかくことができるようにする。
〇対応する値の組が、ともに整数となる点をとり、なめらかな曲線として結ぶとかける。
	〇
	○
	
	知②
比例、反比例の関係や特徴について理解している。
思①
比例、反比例として捉えられる二つの数量について、表、式、グラフなどを用いて調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。
	ワークシート
振り返り
	

	12
	・表、式、グラフをもとに、二つの数量が関数関係にあることを説明できるようにする。
〇それぞれの表し方において、x、yの値が1対1の対応になっていることを説明できればよい。
【本時】
	
	〇
	
	思①
比例、反比例として捉えられる二つの数量について、表、式、グラフなどを用いて調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。
	ワークシート
振り返り
	

	13
	・ランドルト環における数量から関数関係を見いだし、比例、反比例を用いて課題を解決できるようにする。
〇環の隙間の幅と測定できる視力の関係は、反比例になっている。
	〇
	〇
	
	知④
比例、反比例を表、式、グラフなどに表し、読み取ることができる。
思②
比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。
	ワークシート
振り返り

【知②④：小テスト】
※第11時までの理解が不十分な場合、既習事項と関連付けて補足を行う。
	

	14
	・身近にある数量関係の中から関数関係を見いだし、比例、反比例を用いて課題を解決できるようにする。
〇身近なものの中にも比例や反比例の関係にある事象がいろいろとある。
	
	
	〇
	主①
身の回りにある事象に関心をもち、比例、反比例を生活や学習に生かそうとしている。
	ワークシート
振り返り

【主①：行動観察】
	

	15
	・具体的な事象の中から関数関係を見いだし、比例、反比例を用いて課題を解決できるようにする。
〇数量関係を式に表したり、値の変化の様子をいくつか調べたりすることで、二つの数量関係を見いだすことができる。
	
	
	〇
	主②
比例、反比例を用いた問題解決の過程を振り返り、評価・改善しようとしている。
	ワークシート
振り返り

【主②：行動観察】
	

	16
	・単元全体を通したテストに取り組み、学習したことについて自己評価できるようにする。
	○
	○
	
	
	【知①～④　思①～②：単元テスト】
	


※【　】は、全員の学習状況を記録に残すもの

８　本時の展開
(１)本時の目標
表、式、グラフを用いて、二つの数量が関数関係にあることを説明することができる。

(２)観点別評価規準
比例、反比例として捉えられる二つの数量について、表、式、グラフなどを用いて調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる［思・判・表 ①］

(３)学習過程
	
	〇学習活動
・「引き出したい生徒の言葉」
	指導上の留意事項(◇)
(◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て)
	◯評価規準
　(評価方法)
◇資質・能力の評価　(評価方法)

	導
入
	〇本時で扱う二つの数量関係を提示する。
●1辺がx㎝の正方形の面積y㎠
●10gのパックに1個xgのベビーカステラを5個入れたときの全体の重さyg
〇本時の目標の確認
本時の目標
二つの数量関係を表、式、グラフに表し、関数関係にあることを示すことができる。
	◇関数の意味について確認させる。
	

	展
開
	〇提示された数量関係を、表、式、グラフに表す方法を考え、全体で確認をする。

○表した表、式、グラフを基に、関数関係にあるかどうかを考える。
・表（式、グラフ）のどこを説明すれば、関数関係にあるといえるのだろうか。
〇表、式、グラフのそれぞれで考えた生徒同士で交流し、考えを班に持ち返りまとめる。
・表（式、グラフ）では、この部分を見たら、ｘとｙの対応が出てきているので関数といえそうだ。
〇他の班の説明を聞き、聞いたことを基に元の班で再度考え直し、全体で共有する。
・グラフの説明が不十分だと思うから、そこを重点的に聞いてこよう。
〇まとめの問題を解く。
●面積が24㎠の長方形の縦の長さx㎝、横の長さy㎝
	◆前時までの板書やスライド等を基に、数量関係について表、式、グラフで表す方法を考えさせる。
◇関数の意味を再度確認し、表、式、グラフにおいて、どこを見れば関数といえるかを明確にするように伝える。

◆前時までの板書などをもとに、表、式、グラフの関連を意識させることで、理由の説明における相互関係を意識させる。


◇班員の中から説明する人と他の班の説明を聞く人に分かれ、聞きたいことの要点をまとめたうえで他の班と交流する。
	 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ◇協働する力
（行動観察）
 
〇比例、反比例として捉えられる二つの数量について、表、式、グラフなどを用いて調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。（ワークシート）

	終
結
	〇R80を記入し、シェアリングを行う。

〇次時の学習の見通しをもつ。
	◇接続詞を用いて、２文80字以内で振り返りを記入させる。
ｘの値を決めたとき、それに対応するｙの値がただ１つ決まれば、関数関係にある。つまり、【表または式、グラフ】では、【対応が読み取れる部分について記述】によって判断すればよい。
	





(４)板書計画
[image: テーブル

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。] 
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